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令和４年広審第２４号 

裁    決 

貨物船Ａ遭難事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    海技免許 四級海技士（航海） 

   

 本件について、当海難審判所は、理事官上羽直樹及び同官大野徹二出

席のうえ審理し、次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

受審人ａの四級海技士（航海）の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和３年１１月１９日１１時０６分僅か過ぎ 

 愛媛県八幡浜港 

２ 船舶の要目 

船 種 船 名 貨物船Ａ 

  総 ト ン 数 ４９９トン 

  全 長 ６４.９８メートル 

  機関の種類 ディーゼル機関 

   出 力 １,１７６キロワット 
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３ 事実の経過 

(1) 設備及び構造等 

Ａは、平成２４年１０月に進水し、船首甲板上に旋回クレーンを

設け、バウスラスタを装備した１軸固定ピッチプロペラの船尾船橋

型貨物船で、船首両舷に重量１,５５０キログラムの船首錨から直

径３６ミリメートル１節の長さ２５メートルの錨鎖各９節及び電動

油圧駆動式で定格荷重６トン、定格速度毎分１２メートルの左右分

離型揚錨機、船尾に重量１５０キログラムの船尾錨から直径３６ミ

リメートル長さ５メートルの錨鎖に接続した直径２２ミリメートル

長さ４０メートルのワイヤ製の錨索（以下「船尾錨索」という。）

及び同方式の定格荷重４.５トン、定格速度毎分１５メートルの左

右分離型係船機がそれぞれ備えられていた。 

(2) ａ受審人の経歴 

（省略） 

(3) 本件発生に至る経緯 

Ａは、令和３年１１月１９日０３時３０分大分県津久見港を発し、

０７時１５分八幡浜港の第１物揚場に入船左舷着けで着岸して揚荷

役を行った後、ａ受審人ほか４人が乗り組み、空倉で、船首２.２

メートル船尾４.６メートルの喫水をもって、１０時５８分津久見

港に向かうため、離岸操船を開始した。 

ａ受審人は、第１物揚場に着岸するにあたり、平素と同様に出航

時の操船補助として、Ａの右舷船首から０１３度（真方位、以下同

じ。）１２０メートルの地点に右舷船首錨を、船尾から３３９度 

３０メートルの地点に船尾錨を水深７メートルの海底にそれぞれ投

下して錨鎖５節及び船尾錨索４５メートルを繰り出し、船首が岸壁

法線に沿う２２４度に向け、係留索４本を使用して係留した。 
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ａ受審人は、二等航海士及び一等機関士を船首に、機関長を船尾

にそれぞれ配置（以下「船首配置」及び「船尾配置」という。）し、

舵輪後方に立って離岸操船に当たり、すべての係留索を放して錨鎖

及び船尾錨索の巻き揚げを命じ、１０時５９分少し過ぎ船首が  

２１２度を向き、船尾から風を受けていたことから、平素、錨が揚

がるまでは使用しない機関を極微速力後進とし、北方に後退を開始

した。 

ａ受審人は、１１時０１分半船首配置及び船尾配置から錨鎖、船

尾錨索が緊張して巻き揚げられない旨の報告を受けて機関を中立運

転とし、緊張を軽減させるため、１１時０２分僅か前船首が１９０

度を向き、右舵一杯を取り、バウスラスタを右方にかけて機関を極

微速力前進とし、南南西方に前進を開始して巻き揚げを再開した。 

ａ受審人は、１１時０５分僅か過ぎ錨鎖を３節半まで巻き揚げ、

船尾錨が水面上に揚がったところで、同錨のアームに錨鎖が掛かっ

ていたことが分かり、錨鎖及び船尾錨索の巻き揚げを停止してバウ

スラスタ及び機関を中立運転とし、船尾錨を投下したのち、再び船

尾錨索の巻き揚げを命じ、１１時０５分半僅か過ぎ八幡浜港長早防

波堤南灯台から１２２度７９０メートルの地点で、船首が２２０度

を向き、船尾錨を揚げた。 

船尾錨を揚げたとき、ａ受審人は、機関を使用すると船尾付近と

なった錨鎖が推進器翼に接触するおそれがあったが、風の影響で圧

流される船体と岸壁との距離を保つことに気をとられ、船首配置に

錨鎖の方向や張り具合を報告させるなど、錨鎖の状況確認を十分に

行わなかったので、この状況に気付かなかった。 

こうして、ａ受審人は、１１時０６分機関を極微速力後進とした

ところ、１１時０６分僅か過ぎ八幡浜港長早防波堤南灯台から  
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１２１度７９０メートルの地点において、Ａは、船首が２３１度を

向いたとき、錨鎖が推進器翼に接触して機関が停止し、航行不能と

なった。    

当時、天候は晴れで風力４の北東風が吹き、潮候は下げ潮の末期

にあたり、視界は良好であった。 

その結果、推進器軸、同翼に曲損を伴う擦過傷等を生じたが、来

援したタグボートにより広島県尾道糸崎港にえい航され、後に修理

された。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

本件遭難は、八幡浜港において、同港を離岸操船中、機関を使用する

際、錨鎖の状況確認が不十分で、船尾付近となった錨鎖が推進器翼に接

触したことによって発生したものである。 

ａ受審人は、八幡浜港において、同港を離岸操船中、機関を使用する

場合、船尾付近となった錨鎖が推進器翼に接触することのないよう、船

首配置に錨鎖の方向や張り具合を報告させるなど、錨鎖の状況確認を十

分に行うべき注意義務があった。しかるに、同人は、風の影響で圧流さ

れる船体と岸壁との距離を保つことに気をとられ、錨鎖の状況確認を十

分に行わなかった職務上の過失により、船尾付近となった錨鎖の状況に

気付かないまま機関を極微速力後進とし、錨鎖が推進器翼に接触して航

行不能となる事態を招き、船体に損傷を生じさせるに至った。 

以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の四級海技士（航海）の業務を

１か月停止する。 

 

よって主文のとおり裁決する。 
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令和５年５月３１日 

     広島地方海難審判所 

          審 判 官  永  本  和  寿 


